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感染対策を考慮し、大会を開催 

黙 っ て い た ら 酷 く な る ！ 

５月１４日(金)１８時～国労千葉地本会

議室において第２１回分会定期大会を感

染対策しながら開催しました。 

はじめに鈴木副委員長が「他職場へエ

ルダー出向で集まり切れないという状況

である。それでも皆で頑張っていくしか

ないという意識で大会開催に至った。い

い大会にしたい」と挨拶され、大会が規

約により成立したことを宣言し、議事進

行に入りました。 

分会を代表して寺林分会長から「JR と

なって北海道から広域採用に応じて３２

年になる。この間、色々な職場を移動し

経験したが、不当配転させられた出向職

場では同じ国労の仲間と闘い続け、３年

の期間を２年にしたことがあった。だが、

今では組織人員が随分減り、運動しづら

い状況だ。『だからといって逆に言わなけ

ればどんどん酷くなる』と言い聞かせな

がら頑張っている。この大会を機に『こ

れからも頑張るぞ！』という意識をもっ

てやっていきたい」と挨拶しました。 

千葉地本を代表して加藤書記長からは

｢千葉地本も３００名未満となった。前を

向いて建設的な議論をしながら皆さんと

共に闘っていきたい。労働条件がコロナ

禍を理由に低下させるわけにはいかない。

分会大会をしっかりやっていただき、地

本に意見を」と挨拶しました。 

この後、２０１９年度の経過報告と決

算、２０２０年度運動方針(案)･予算(案)

が一括提起され討論では、 

■若手社員が JR退職となった。組合がな

い状況下、相談相手がいないという中で

の退職だったらしい。 

■ただ単に文章や口だけでなく、若手が

切羽詰まる前に悩んでいる状況を把握し

ながら接していかないといけない。 

■コロナワクチン接種が始まっている。

接種後に異変を感じた場合、会社側はど

ういった対応をするのか？不安だ。等々

の意見が出されました。「私達に関わる課

題は山積みされている。月 1 回の執行委

員会を開催させ、意思統一をしていく」

と集約され、運動方針(案)･予算(案)承認

され、閉会となりました。 
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